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「
食
べ
な
き
ゃ
い
け
な
い
」

で
は
な
く
て
お
い
し
い
野
菜
を

「
食
べ
た
い
」ん
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
普
段
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
の

必
要
性
は
感
じ
て
い
る
も
の
の
、
い
ざ「
食

べ
な
き
ゃ
い
け
な
い
」と
思
う
と
な
か
な
か

難
し
い
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
野
菜
の
日
に
ち
な
ん
で
、「
食

べ
な
き
ゃ
い
け
な
い
野
菜
」で
は
な
く
、「
食

べ
た
い
野
菜
」を
求
め
て
、
宮
崎
町(

吉
永

農
園)

と
楠
元
町(

旧
大
原
農
園)

に
あ
る

「
お
や
さ
い
マ
ル
シ
ェ
」を
訪
ね
ま
し
た
。

お
や
さ
い
マ
ル
シ
ェ
の
吉
永
農
園

　

吉
永
農
園
は
、
吉
永
暁さ
と
るさ
ん
と
佳よ
し
み美
さ

ん
の
夫
婦
二
人
で「
お
や
さ
い
マ
ル
シ
ェ
」の

看
板
を
掲
げ
、
新
鮮
野
菜
の
生
産
・
販
売
を

し
て
い
ま
す
。

　
農
園
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

「
何
か
自
営
業
を
し
た
い
な
」と
考
え
て
い
た

暁
さ
ん
に
、
も
と
も
と
実
家
で
農
園
を
し
て

い
た
佳
美
さ
ん
が「
そ
れ
じ
ゃ
、
農
園
で
も

す
る
？
」と
の
声
掛
け
で
し
た
。

　
も
と
も
と
そ
ん
な
に
野
菜
を
食
べ
る
習
慣

が
な
か
っ
た
暁
さ
ん
で
し
た
が
、
自
分
で
手

塩
に
掛
け
、
育
て
て
い
る
う
ち
に
自
然
と
た

く
さ
ん
の
野
菜
を
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。

　
ち
な
み
に「
お
や
さ
い
マ
ル
シ
ェ
」の「
お

や
さ
い
」が
、
漢
字
の「
野
菜
」で
は
な
く
、

平
仮
名
表
記
な
の
は
、
漢
字
だ
と
野
菜
が
苦

そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ

そ
う
。

　
そ
ん
な
、
野
菜
に
ど
こ
ま
で
も
優
し
い
吉

永
農
園
の
モ
ッ
ト
ー
は
、「
わ
が
子
が
安
心

し
て
食
べ
ら
れ
る
野
菜
作
り
」。

　「
お
野
菜
が
本
来
持
っ
て
い
る
力
で
成
長

す
る
こ
と
に
、
ほ
ん
の
少
し
の
手
伝
い
を
し

て
、
で
き
る
だ
け
農
薬
の
使
用
を
抑
え
、
カ

ラ
ダ
が
喜
ぶ
お
い
し
い
野
菜
作
り
を
心
掛
け

て
い
ま
す
」と
吉
永
さ
ん
夫
婦
は
語
り
ま
す
。

太
陽
と
大
地
の

　恵
み
を
い
た
だ
こ
う

22021.08.10 広報

１個あたり

(可食部重量 )
19g

こ
ん
な
に
あ
る
ん
だ

夏
野
菜
の
パ
ワ
ー

　

野
菜
は
、
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
・

食
物
繊
維
な
ど
健
康
維
持
の
た
め
に
大

切
な
栄
養
素
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
て
、

肥
満
や
高
血
圧
・
糖
尿
病
な
ど
の
生
活

習
慣
病
の
予
防
に
欠
か
せ
な
い
食
物
で

す
。

　
吉
永
農
園
で
採
れ
る
夏
野
菜
は
、
ピ

ー
マ
ン
、ナ
ス
、オ
ク
ラ
、ミ
ニ
ト
マ
ト
、

ゴ
ー
ヤ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
そ
し
て
、
子
ど

も
た
ち
も
大
好
き
な
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
。

　
こ
こ
で
、
そ
の
お
野
菜
た
ち
の
魅
力

と
栄
養
素
な
ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

１
日
に
必
要
な
野
菜
の

摂
取
量
は
３
５
０
ｇ
。

お
い
し
い
野
菜
を
お
い
し
く

い
た
だ
こ
う

　

１
日
に
必
要
な
野
菜
の
摂
取
量
は
、
３
５

０
ｇ
だ
そ
う
で
す
。
太
陽
と
大
地
の
恵
み
を

受
け
て
色
と
り
ど
り
に
実
っ
た
野
菜
。

　
次
は
、
こ
の
優
し
さ
で
育
っ
た
お
い
し
い

野
菜
を「
私
の
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
記
」と
コ
ラ
ボ
し
て
、

お
い
し
い
レ
シ
ピ
と
最
も
お
い
し
い
環
境
の

も
と
で
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
す
。

　紫色の美しいナスの皮に含まれるポリ
フェノール成分：ナスニンは、活性酸素
の働きを抑えるといわれています。
　ナスニンは油との相性が良いため、油
炒めなどにして食べると効率よく摂取で
きます。

　太陽の恵みをそのまま映すかのような
真っ赤なミニトマトは、抗酸化作用を持
つリコピンやビタミン A、Cを豊富に含
んでいます。
　包丁・まな板いらずのミニトマトは手
軽に食べることができるため、野菜不足
の方にもおすすめ。

　ネバネバ成分がまさに糸を引くおいし
さのオクラは、粘り気の元となる食物繊
維のペクチンが腸内環境を整えてくれま
す。
　小口切りにすれば料理の彩りに、お肉
で巻いて焼くと立派なおかずにも。

　緑色が鮮やかでハリとツヤ
のあるピーマンは、過熱して
も壊れにくいビタミン Cや、
免疫力を高めるといわれるカ
ロテンも含んでいます。
　細切りにしたピーマンに、
ツナ・オイル・チキンスープ
の素を混ぜて、電子レンジで
チンすれば、お箸が止まらな
い無限ピーマンに。

ナス

　黄色が映えるトウモロコシは、ビタミ
ン B1・E、パントテン酸、カリウム、食
物繊維、ナイアシンなどおいしいだけ
じゃなく栄養素もたっぷりです。
　鮮度が命のトウモロコシ。収穫したて
が一番おいしく栄養価も高いのですが、
皮とひげ根をむくことで一気に鮮度が落
ちてしまいます。お店で購入するときは、
皮が付いたものを選ぶと良いですよ。

トウモロコシ

ミニトマト

　独特な苦みが特徴のゴーヤは、ビタミ
ン Cを多く含み、苦み成分は胃液の分
泌を促して食欲を増進します。
　苦みが不得意な人は、切ったゴーヤに
塩と砂糖をまぶし、水分と苦みを出して
から使うと和らぎます。また、油のコク
やだしのうま味と合わせると食べやすく
なります。（豚肉と炒める、マヨネーズ
炒め、おかかあえなど）

ゴーヤ

オクラ

ピーマン

　約９割が水分という夏野菜の定番の
キュウリは、ビタミン Cやカリウムも
含み、疲労回復やむくみ改善、体を冷や
す効果もあるんです。
　キンキンに冷やして、1本丸ごと食べ
るのも夏の醍

だい

醐
ご

味
み

です。

キュウリ

１本あたり

(可食部重量 )
100g

１本あたり

(可食部重量 )
130g

１本あたり

(可食部重量 )
10g

中１本あたり

(可食部重量 )
130g

中１個あたり

(可食部重量 )
30g

中１本あたり

(可食部重量 )
200g

レッツ！

　クッキング！
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吉
よしなが

永　佳
よし

美
み

さん

皆さんの思い出の料理とそれにまつわるエピソードなどがありましたら
どしどし情報をお寄せください。取材に伺います。
問合先／広報室広聴広報G（内線６３３）

皆さんの思い出の
料理を大募集

あと１品！そんな時に！
たまごピーマン

　苦味を感じる要因の一つ「ピラジン」を多く含む「わた」を取ることで、苦味を軽
減することができ、子どもでもピーマンを食べやすくなります。ただし、栄養も
多く含まれるので取り除かないで調理しても◎。

外のピーマンを使って試行錯誤を繰
り返しました。それにより、ピーマ
ンのわたの部分を取ることで、苦味
が軽減されることが分かり、子ども
たちが喜んで食べてくれたそうです。
子どもの｢おいしい｣を第１に考えて
誕生した、優しさの詰まったレシピ
です。
　食卓に緑が欲しい、あと 1品何
か作りたいという時や、お弁当の具
材としても彩りも良く、ぴったりで
す！また、時間がない時、少ない材
料で１品できるレシピは、忙しい方
の強い味方です。調理が簡単なため、
お子さんと一緒に作るのもいいかも
しれませんね。
　皆さんも旬のピーマンを使って、
ぜひ作ってみてはいかがでしょうか。

レシピ夫の暁さんと共に吉永農園を経営
し、さまざまな野菜をお届けす

る吉永さんに今回紹介してもらうの
は、夏野菜でもあり、健康な体作り
にも最適なピーマンを使った料理で
す。
　ピーマンと言えば、苦手な子ども
が多いイメージの野菜。実際に吉永
さんも、子どもの頃は、臭い、味、色、
形全てが苦手で、加えて、ピーマン
を食べられる子はヒーローで、食べ
られないと残念というイメージも苦
手だったそう。
　そのため、子どもが生まれて、１
番最初に食べるピーマンの印象を
「おいしい！」にしてあげたいと思っ
た吉永さん。我慢して食べるピーマ
ン料理ではなく、「おいしい」ピーマ
ン料理を作ってみたいと思い、規格

【材料】 （２～３人分）
ピーマン（中）：３個、卵：２個、めん
つゆ：大さじ２～３、油：適量、ゴマ：
お好みで

【作り方】
①�ピーマンをざく切りや細切りなど
お好みで切る。
②�フライパンに油を熱し、①で切っ
たピーマンを入れ、強火でいっき
にしなしなになるまで炒める。
③�卵を割り、ほぐしておいたものを
②に強火のまま入れ、卵が固まり
かけたらささっと混ぜる。
④�火を弱めて、めんつゆを入れる。
⑤軽く混ぜ、蒸発させるくらいの気
　持ちで強火で炒める。
⑥⑤をお皿に盛り、お好みでゴマを
　散らして完成！

42021.08.10 広報

最
高
の
食
卓

　
青
空
の
下
で
、
太
陽
と
大
地
の

恵
み
を
受
け
た
お
い
し
い
野
菜
を

み
ん
な
で
収
穫
し
た
後
は
、
と
っ

て
お
き
の
レ
シ
ピ
で
親
子
一
緒
に

調
理
し
て
、
思
い
出
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
と
と
も
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
何
と
も
形
容
し
が
た
い
こ
の
表

情
は
、
ほ
っ
ぺ
た
が
落
ち
る
ほ
ど

お
い
し
か
っ
た
の
か
。

　
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
作
る

お
い
し
い
野
菜
を
使
っ
た
料
理
を
、

快
晴
の
空
の
下
で
家
族
み
ん
な
で

食
べ
た
り
す
る
こ
の
時
間
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
表
情
が
生
ま

れ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　
野
菜
の
力
っ
て
栄
養
だ
け
じ
ゃ

な
い
ん
で
す
ね
。

さ
あ
、
次
は

皆
さ
ん
の
番
で
す
。

　

今
回
は
、
８
月
31
日
の「
野
菜

の
日
」に
ち
な
ん
で
、「
お
や
さ
い

マ
ル
シ
ェ
」の
吉
永
農
園
に
ご
協

力
頂
き
、「
青
空
の
下
で
」を
テ
ー

マ
に
、「
私
の
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
記
」と
も

コ
ラ
ボ
し
て
、
野
菜
の
収
穫
、
調

理
、
食
事
ま
で
を
特
集
し
ま
し
た
。

　
普
段
、
ス
ー
パ
ー
に
並
ん
だ
野

菜
を
見
慣
れ
て
い
る
私
た
ち
は
、

季
節
を
感
じ
る
こ
と
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
で
も
、
時
に
は
、
吉
永
農
園
を

は
じ
め
、
地
元
の
生
産
者
の
方
た

ち
の
顔
を
見
て
、
旬
の
野
菜
の
話

な
ど
聞
き
な
が
ら
、
お
い
し
い
野

菜
を
選
ん
で
み
る
の
も
◎
。

　
今
回
、
取
り
上
げ
た
ピ
ー
マ
ン

以
外
に
も
、
3
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し

た
、
ト
マ
ト
や
ナ
ス
な
ど
色
鮮
や

か
で
み
ず
み
ず
し
く
お
い
し
い
夏

野
菜
が
た
っ
ぷ
り
。

　
疲
労
回
復
や
食
欲
増
進
な
ど
の

作
用
を
持
つ
こ
の
夏
野
菜
た
ち
を
、

次
は
、
皆
さ
ん
の
レ
シ
ピ
と
ア
イ

デ
ア
で
お
い
し
く
食
べ
て
み
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
今
年
の
暑
い

夏
も
み
ん
な
で
一
緒
に
乗
り
切
り

ま
し
ょ
う
！

3さん
ご
ー
ま
る

5
0
ベ
ジ
ラ
イ
フ
宣
言

　

本
市
で
は
、
野
菜
を
１
日
３
５

０
ｇ
食
べ
て
健
康
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く「
薩
摩
川
内
市
３
５
０

ベ
ジ
ラ
イ
フ
宣
言
」を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
、
野
菜

生
活
の
ベ
ジ
ラ
イ
フ
や
野
菜
の
日

の
取
り
組
み
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ほ
ら
見
つ
か
っ
た

と
び
っ
き
り
で

採
れ
た
て
の

み
ん
な
の
笑
顔

ま
っ
た
く
野
菜
の

す
ば
ら
し
さ
っ
た
ら

あ
り
ゃ
し
な
い

薩摩川内市 350 ベ
ジライフ宣言
▲フェイスブック
▼インスタグラム
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■
８
支
所
の
見
直
し

・
広
聴
・
広
報
機
能
の
強
化
、
本
庁
・

　

支
所
間
の
連
携
強
化
、
支
所
の
権

　

限
拡
充
を
目
的
に
、
企
画
政
策
部

　

内
に「
次
長
」を
２
人
置
き
ま
す
。

・
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
次
長
管
轄
と

　

す
る
こ
と
で
、
支
所
機
能
の
強
化

　

を
図
り
ま
す
。

▽
次
長（
東
部
担
当
）

　

本
土
４
支
所
地
域
を
統
括
す
る
東

部
担
当
次
長
を
配
置
し
ま
す
。

統
括
す
る
地
域
／
樋
脇
・
入
来
・
東

郷
・
祁
答
院

▽
次
長（
甑
島
担
当
）

　

甑
島
４
支
所
地
域
を
統
括
し
、
甑

島
振
興
局
長
を
兼
ね
る
甑
島
担
当
次

長
を
配
置
し
ま
す
。

統
括
す
る
地
域
／
里
・
上
甑
・
下
甑
・

鹿
島

▽
甑
島
振
興
局
の
設
置 

・
甑
は
ひ
と
つ
推
進
会
議
の
提
言
を

　

受
け
、
令
和
元
年
10
月
に
策
定
し

　

た「
甑
島
地
域
一
体
化
方
針
」に
基

　

づ
き
、
上
甑
島
地
域（
上
甑
島
・

　

中
甑
島
）と
下
甑
島
地
域（
下
甑

  

島
）に
そ
れ
ぞ
れ
拠
点
を
置
く
形

　

で
、
甑
島
４
支
所
の
再
編
を
行
い

　

ま
す
。

※
組
織
の
詳
細
は
、
次
ペ
ー
ジ
を
ご

　

確
認
く
だ
さ
い
。

甑
島
振
興
局（
上
甑
町
中
甑
）

〜
甑
島
を
統
括
〜

　

甑
島
全
域
を
統
括
す
る｢

甑
島
振

興
局
」を
現
在
の
上
甑
支
所
庁
舎
内

に
設
置
し
ま
す
。

○
企
画
政
策
部
次
長
が
局
長
を
兼
務

・　
広
聴
・
広
報
機
能
の
強
化
、
本
庁
・

　

支
所
間
の
連
携
強
化
、
支
所
の
権

　

限
を
強
化
し
ま
す
。

○
総
合
的
な
企
画
調
整

・　
甑
島
地
域
を
統
括
し
、
一
体
化
を

　

推
進
し
ま
す
。

○
内
部
事
務
を
集
約

・　
入
力
作
業
・
起
票
・
設
計
を
行
う

　

職
員
を
集
約
し
ま
す
。

・　
保
健
師
や
技
術
職
員
な
ど
を
集
約

　

し
、
専
門
性
を
高
め
ま
す
。

・　
本
庁
と
の
連
絡
・
調
整
は
局
が
行

　

い
ま
す
。

下
甑
支
所（
下
甑
町
手
打
）　

〜
局
と
連
携
す
る
下
甑
島
の
拠
点
〜

　

下
甑
島
の
拠
点
と
し
て
、
甑
島
振

興
局
と
連
携
し
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

の
業
務
を
行
う｢

下
甑
支
所
」を
置
き

ま
す
。

※
内
部
事
務
は
局
に
集
約
し
ま
す
が
、

　

取
り
扱
う
業
務
に
変
更
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。

里
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
里
町
里
）

鹿
島
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
鹿
島
町
藺
牟
田
）

〜
身
近
で
頼
れ
る
市
民
の
窓
口
〜

　

証
明
書
発
行
や
市
税
や
水
道
料
金

の
収
納
な
ど
の
一
部
の
窓
口
業
務
を

行
う「
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」を
、

現
在
の
里
支
所
お
よ
び
鹿
島
支
所
の

庁
舎
内
に
設
置
し
ま
す
。

※
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
取
り

　

扱
う
業
務
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
窓
口
業
務

・　
証
明
書
の
発
行（
住
民
票
の
写
し
、

　

印
鑑
登
録
証
明
書
、戸
籍
全
部（
個

　

人
）事
項
証
明
書
、
所
得
課
税
証

　

明
書
な
ど
）、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

　

ー
ド
の
交
付

○
収
納
業
務

・　
市
税
な
ど
の
収
納（
市
税
、保
険
料
、

　

使
用
料
、
水
道
料
金
・
下
水
道
使

　

用
料
な
ど
）

○
そ
の
他
の
業
務

・　
介
護
予
防
元
気
度
ア
ッ
プ
事
業
に

　

関
す
る
申
請
受
け
付
け

・　
高
齢
者
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ

　

ー
ジ
施
術
料
な
ど
の
受
診
券
の

　

発
行

・　
み
ど
り
の
募
金
受
け
付
け
・
門
松

　

カ
ー
ド
の
販
売

・　
農
産
加
工
セ
ン
タ
ー
・
各
施
設
の

　

予
約
受
け
付
け

・　
市
役
所
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
・

　

ご
相
談
の
受
け
付
け

・　
市
役
所
各
課
の
業
務
に
関
す
る
書

　

類
の
取
り
次
ぎ
な
ど（
届
け
出
、
申

　

請
、
提
出
書
類
な
ど
）

問
合
先
／

本
庁
行
政
改
革
推
進
課
行
政
改
革
Ｇ 

（
内
線
４
１
３
１
）

10
月
か
ら
市
の
組
織
が
一
部
変
わ
り
ま
す

今
年
10
月
１
日（
金
）か
ら
、
支
所
の
組
織
体
制
を
見
直
し
ま
す

下甑支所
( 下甑町手打 )

里市民サービスセンター
( 里町里 )

鹿島市民サービスセンター
( 鹿島町藺牟田 )

甑島振興局
（ 上甑町中甑 ）

「甑はひとつ」

10 月１日から、
甑島の支所組織・
業務が変わります。

を設置します
甑島振興局

【甑島】 【東部（本土４支所）】

甑島振興局

【本庁】

企画政策部

次　長
（甑島担当）

新設 新設

次　長
（東部担当）

樋
　
脇
　
支
　
所

入
　
来
　
支
　
所

東
　
郷
　
支
　
所

祁
答
院
支
所

変
更
前

変
更
後

■
２
教
育
課
の
見
直
し

・
上
甑
島
教
育
課
と
下
甑
島
教
育
課

　

を
統
合
し
、
現
在
の
上
甑
支
所
庁

　

舎
内
に「
甑
島
教
育
課
」を
設
置
し

　

ま
す
。

・
里
地
域
・
下
甑
地
域
・
鹿
島
地
域

　

に
は
、
支
所
お
よ
び
新
し
く
設
置

　

す
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
庁

　

舎
内
に「
駐
在
員
」を
配
置
し
ま
す
。

８支所の
見直し

里
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

鹿
島
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

下
　
甑
　
支
　
所

２
教
育
課
を
見
直
し
ま
す

下
　
甑
　
支
　
所

上
　
甑
　
支
　
所

里
　
支
　
所

鹿
　
島
　
支
　
所
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ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

　障
害
な
ど
で
困
っ
て
い
る
方
が
、
周
り
に

支
援
を
求
め
る
た
め
の
カ
ー
ド
で
す
。

　カ
ー
ド
に
配
慮
し
て
ほ
し
い
こ
と
や
手

伝
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
を
記
入
し
て
お

き
、
首
か
ら
ぶ
ら
さ
げ
た
り
、
財
布
に
入
れ

る
な
ど
の
使
い
方
が
で
き
ま
す
。

※
令
和
元
年
７
月
か
ら
配
布
し
て
い
ま
す
。

ス
ト
ラ
ッ
プ
型
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

　ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
ス
ト
ラ
ッ
プ
状
に
し
た

も
の（
上
記
写
真
参
考
）で
す
。

　付
属
の
シ
ー
ル
を
貼
り
付
け
る
こ
と
で
、

必
要
な
支
援
を
書
き
込
め
る
よ
う
に
な
っ
て

い
て
、
カ
バ
ン
な
ど
に
付
け
て
使
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
令
和
３
年
７
月
か
ら
配
布
し
て
い
ま
す
。

配
布
対
象
者
／
義
足
や
人
工
関
節
を
使
用
し

て
い
る
方
、
内
部
障
害
や
難
病
の
方
、
妊
娠

初
期
の
方
な
ど
、
外
見
か
ら
は
援
助
な
ど
が

必
要
な
こ
と
が
分
か
ら
な
い
方
で
、
日
常
生

活
や
災
害
時
な
ど
に
お
い
て
、
配
慮
や
支
援

を
必
要
と
す
る
方

※�

障
害
や
、
障
害
者
手
帳
の
有
無
は
問
い
ま

せ
ん
。

※�

１
人
に
つ
き
、
１
組（
ス
ト
ラ
ッ
プ
型
・

カ
ー
ド
）配
布
し
ま
す
。

配
布
窓
口
／

▼�

市
内
＝
本
庁
障
害
・
社
会
福
祉
課
、
各
支

所
▼�

県
内
＝
鹿
児
島
県
の
各
地
域
振
興
局
、
各

支
庁
保
健
福
祉
環
境
部
、各
支
庁
事
務
所
、

ハ
ー
ト
ピ
ア
か
ご
し
ま（
鹿
児
島
市
小
野

一
丁
目
）、
県
障
害
福
祉
課
障
害
者
支
援

室（
鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
）

※運転免許証サイズです。

（表　面）（裏　面）

知
っ
て
い
ま
す
か

知
っ
て
い
ま
す
か

　
　
　ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

　
　
　ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

問
合
先
／
本
庁
障
害
・
社
会
福
祉
課

問
合
先
／
本
庁
障
害
・
社
会
福
祉
課  

障
害
福
祉
Ｇ（
内
線
２
１
６
２
）　
　

障
害
福
祉
Ｇ（
内
線
２
１
６
２
）　
　

　ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
外
見
か

ら
は
分
か
ら
な
い
援
助
や
配

慮
を
必
要
と
し
て
い
る
方
々

が
支
援
を
求
め
る
た
め
の
も

の
で
、「
支
援
が
必
要
な
人
」

と「
支
援
で
き
る
人
」を
結
ぶ

た
め
の
マ
ー
ク
で
す
。
両
者

を
つ
な
ぐ
き
っ
か
け
に
な
り

ま
す
。

82021.08.10 広報

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
意
義

①
本
人
に
と
っ
て
の
安
心
感

　

�

何
か
あ
っ
た
と
き
に
理
解
し
て
も
ら
え

る
、
手
助
け
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
安
心

感
が
あ
り
ま
す
。

②
家
族
、
支
援
者
に
と
っ
て
の
安
心
感

　

�

緊
急
連
絡
先
な
ど
を
本
人
が
携
帯
し
て
い

る
こ
と
は
、
家
族
や
支
援
者
の
不
安
を
和

ら
げ
ま
す
。

③
情
報
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
支
援

　

�

緊
急
時
に
必
要
と
な
る
情
報
を
あ
ら
か
じ

め
備
え
も
つ
こ
と
で
、
支
援
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
き
っ
か
け
に
な
り

ま
す
。

④�

障
害
に
対
す
る
理
解
の
促
進

　

�

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
が
幅
広
く
知
れ
渡
る
こ
と

で
、
助
け
を
必
要
と
す
る
人
へ
の
理
解
を

広
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
あ
な
た

の
手
助
け
が
、
安
心
に

つ
な
が
り
ま
す
。

�

支
援
の
必
要
な
人
や
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
を
持
つ
人
が
困
っ
て
い

る
の
を
見
掛
け
た
ら

・�「
ど
う
か
し
ま
し
た
か
？
」「
何
か
お
困
り

　

で
す
か
？
」と
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

�・�

相
手
に
伝
わ
っ
て
い
る
か
確
か
め
な
が
ら
、

　

ゆ
っ
く
り
と
話
し
て
く
だ
さ
い
。

�・�「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」を
持
っ
て
い
れ
ば
、
そ

　

こ
に
手
助
け
し
て
ほ
し
い
こ
と
が
書
か
れ

　

て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
で
き
る
範
囲
で
の

　

手
助
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

薩
摩
川
内
市
障
害
者
基
幹
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー（
障
害
者
虐
待

防
止
セ
ン
タ
ー
）

0
8
0（
5
8
0
3
）5
3
5
8

　障
害
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
の
方
の
総
合

相
談
窓
口
で
す
。

　さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付
け
、
社
会
資

源
に
結
び
付
け
る
な
ど
、
安
心
し
て
日
常
生

活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
必
要
な
支
援
を
一
緒

に
考
え
て
い
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

○
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る
相
談

○
権
利
擁
護
・
虐
待
の
相
談

○
地
域
で
の
生
活
に
困
っ
て
い
る
障
害
の
あ

　る
方
へ
の
支
援

○
専
門
機
関
の
紹
介

　
　
　
　
　な
ど

※�

詳
し
く
は
本
庁
障
害
・
社
会
福
祉
課
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

名　称 所在地 電話番号 ファクス番号

可愛会 宮内町
2633 （22）0112 （22）0116

サニーサイド 中郷町
4708-1 （24）0331 （24）0331

縁 joy
（エンジョイ）

水引町
3247-1 （26）2463 （26）2430

電車・バスの中で、
　　　　　席をお譲りください。

　外見では健康に見えても、疲れやすかったり、つ
り革につかまり続けるなどの同じ姿勢を保つことが
困難な方がいます。また外見から
は分からないため、優先席に座っ
ていると不審な目で見られ、スト
レスを受けることがあります。

駅や商業施設などで、声を掛ける
　　　　などの配慮をお願いします。

　交通機関の事故など、突発的な出来事に対して
臨機応変に対応することが困
難な方や、立ち上がる、歩く、
階段の昇降などの動作が困難
な方がいます。

災害時は、安全に避難するための
　　　　　　　支援をお願いします。

　視覚障害者や聴覚障害者などの状況判断が難し
い方、肢体不自由者などの自力での迅速な避難が
困難な方がいます。
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第第 2323回回

～空き家
バンクを

～空き家
バンクを

　　　利
用しよう編

～
　　　利

用しよう編
～

　
昨
今
で
は
、
全
国
的
に
空
き
家
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
家
屋
は
、
空
き
家
と
な
っ
て
も
維

持
費
や
固
定
資
産
税
が
発
生
し
ま
す
。

　
ま
た
、
空
き
家
と
な
る
こ
と
で
家

屋
の
荒
廃
も
進
み
や
す
く
な
り
、
部

材
の
飛
散
や
草
木
の
繁
茂
で
地
域
の

環
境
に
ま
で
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

も
少
な
く
な
い
そ
う
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
空
き
家
問
題
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
べ
く
、
市
が
提

案
す
る
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、
調

べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク

「
薩
摩
川
内
市
空
き
家
情
報

登
録
制
度
」

　

市
で
は
、
移
住
・
定
住
の
促
進
と

空
き
家
対
策
の
一
環
と
し
て
、
本
市

へ
の
移
住
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
へ
、

市
内
の
空
き
家
情
報
を
提
供
す
る
制

度「
薩
摩
川
内
市
空
き
家
情
報
登
録

制
度
」を
創
設
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
通
称「
空
き
家
バ
ン
ク
」と
呼
ん
で

い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
空
き
家
バ
ン
ク
は
、
市

に
お
け
る
空
き
家
の
有
効
利
用
を
通

し
て
、
地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
を
利
用
で
き
る
方

　
空
き
家
バ
ン
ク
は
、
次
の
よ
う

な
方
が
、
利
用
で
き
ま
す
。

〇
空
き
家
を
提
供
し
た
い
方

　（売
る
・
貸
す
）

〇
空
き
家
を
探
し
て
い
る
方

　（買
う
・
借
り
る
）

※�

定
住
目
的
で
市
内
に
転
入
し
よ

う
と
す
る
方
な
ど

　
つ
ま
り
空
き
家
バ
ン
ク
は
、
市

内
に
所
有
す
る
空
き
家
の
売
却
や

賃
貸
を
考
え
て
い
る
方
と
本
市
へ

の
移
住
を
検
討
し
、
空
き
家
を
探

し
て
い
る
方
な
ど
が
、
相
互
に
利

用
で
き
る
制
度
な
ん
で
す
。（
た
だ

し
、
利
用
に
は
登
録
が
必
要
で
す
）

登
録
で
き
る
空
き
家

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
で
き
る

空
き
家
は
、
次
の
条
件
を
い
ず
れ

も
満
た
す
市
内
の
住
宅（
そ
の
敷

地
を
含
む
）で
す
。

〇
個
人
の
居
住
用
の
住
宅

〇�

現
在
誰
も
住
ん
で
い
な
い
、
ま

た
は
、
近
い
将
来
住
む
見
込
み

の
な
い
住
宅

交
渉
と
契
約

　
空
き
家
の
所
有
者
と
利
用
希
望

者
と
の
仲
介
業
務（
具
体
的
な
交

渉
・
契
約
）は
、
本
市
と
協
定
を

結
ん
で
い
る
県
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
に
加
盟
す
る
事
業
者
が
行
い

ま
す
の
で
、
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す

る
リ
ス
ク
も
少
な
く
、
安
心
で
す
。

　
ま
た
、
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
空

き
家
バ
ン
ク
紹
介
ペ
ー
ジ
で
は
、

制
度
の
詳
細
に
加
え
、
空
き
家
の

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
向
け
の
物

件
情
報
も
、
確
認
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲空き家バンク契約までの流れ（イメージ図）

※画像はイメージです※画像はイメージです

▲空き家バンク
　ウェブページ

交渉・契約

契約が成立した場合、「空き家バンク成約奨励金」を申請いただけます。

・薩摩川内市に住んでみたい！
・登録されている空き家を見学
してみたい！
・一戸建ての賃貸に住みたい！
・低予算で家を買いたい！
・甑島でのんびり暮らしたい！
・味のある古民家で生活したい！

※協会を介して所有者と利用希望者が交渉・契約を行います。

利用希望者

・空き家となった実家を相続し
たものの、家を管理したり固
定資産税を支払う事が負担に
なってきた。
・家を売って負担を減らしたい！
・家を貸して支払いの足しに！

所有者

建物業者
仲介

選定

協定

申請・登録

詳細情報

鹿児島県宅地建物取引業協会

薩摩川内市役所
申請・登録

空き家

交渉・契約

契約が成立した場合、「空家バンク成約奨励金」を申請いただけます。

・薩摩川内市に住んでみたい！
・登録されている空家を見学し
てみたい！
・一戸建ての賃貸に住みたい！
・低予算で家を買いたい！
・甑島でのんびり暮らしたい！
・味のある古民家で生活したい！

※協会を介して所有者と利用希望者が交渉・契約を行います。

利用希望者

・空家となった実家を相続した
ものの、家を管理したり固定
資産税を支払う事が負担に
なってきた。
・家を売って負担を減らしたい！
・家を貸して支払いの足しに！

所有者

建物業者
仲
介

選
定

協
定

申請・登録

詳細情報

鹿児島県宅地建物取引業協会

薩摩川内市役所
申請・登録
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さ
ら
に
調
査
を
進
め
て
い
く
と
、

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に
関
連
し
た

奨
励
金
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　
次
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
成
約
奨

励
金
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
成
約
奨
励
金

　｢

空
き
家
バ
ン
ク
成
約
奨
励
金
」

と
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
空
き
家

ま
と
め

　
今
回
は
、
全
国
的
に
問
題
と

な
っ
て
い
る
空
き
家
問
題
を
テ
ー

マ
に
、
市
の
取
り
組
み
で
あ
る
空

き
家
バ
ン
ク
と
空
き
家
バ
ン
ク
成

約
奨
励
金
を
調
査
し
て
、
紹
介
し

ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
が
抱
え
る
空
き
家
の
悩

み
を
改
善
す
る
た
め
、
そ
し
て
、

市
と
一
緒
に
空
き
家
を
有
効
活
用

し
、
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
図
る

た
め
、
ま
ず
は
、
空
き
家
バ
ン
ク

に
つ
い
て
知
る
こ
と
か
ら
始
め
て

み
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先
／
本
庁
企
画
政
策
課
企
画
総

務
Ｇ（
内
線
４
８
５
２
）

　
な
ん
と「
空
き
家
バ
ン
ク
成
約

奨
励
金
」は
、
空
き
家
の
所
有
者

と
利
用
希
望
者
の
双
方
が
、
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
奨
励
金

な
ん
で
す
。

　
空
き
家
を
お
持
ち
の
方
は
、
ま

ず
は
登
録
し
な
け
れ
ば
始
ま
り
ま

せ
ん
よ
ね
。

　
こ
れ
を
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
皆
さ

ん
が
お
持
ち
の
大
切
な
空
き
家
を

空
き
家
バ
ン
ク
へ
ご
登
録
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
空

き
家
バ
ン
ク
成
約
奨
励
金
の
紹
介

ペ
ー
ジ
で
は
、
奨
励
金
の
詳
細
に

つ
い
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　　
な
お
、
損
傷
が
大
き
く
、
住
宅

と
し
て
の
機
能
が
損
な
わ
れ
て
い

る
家
屋
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
に

登
録
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
家
屋
の
解

体
撤
去
を
補
助
す
る
制
度（
※
）も

あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※�

危
険
廃
屋
等
解
体
撤
去
促
進
事

業
補
助
金

問
合
先
／
本
庁
建
築
住
宅
課
建
築
指

導
Ｇ（
内
線
３
６
４
２
）

▲空き家バンク紹介ページイメージ

▲成約奨励金
　情報ページ

　
皆
さ
ん
が
知
り
た
い
こ
と
や

紹
介
し
た
い
こ
と
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
情
報
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
先
／
本
庁
広
報
室
広
聴
広

報
Ｇ（
内
線
６
３
２
）

ガス

電気

下水道

トイレ 　洋式・水洗

　浄化槽

　引込み済み

　電気

　プロパンガス

　上水道あり

物置 　有　有（3台）駐車場

水道

ライフライン

　木造

　平屋建

　建築面積　94.24㎡

　延床面積　94.24㎡

　昭和56年（築39年）

　令和1年頃から空家となった。　

　即入居可

構造

面積

建築年次

風呂

家庭菜園

　補修の負担先は交渉により決定

　309.26㎡

　小規模であれば可能

面積

補修

現状

空家の状況

敷地の状況

間取り外観

薩薩摩摩川川内内市市空空家家情情報報 物件番号
№ 02077

大工のこだわりが見える家

※ 図はおおよその概要であり、正確な図面ではありません。

空家の所在地 　薩摩川内市隈之城町

希望価格
売買

賃貸

　650万円（応相談）

　月々　50,000円（応相談）

生活環境
（参考）
距離概算

　①最寄りのコンビニ（1.3km）　　②市街地医療機関（1.3㎞）
　③最寄りのバス停　（0.2km）　　④隈之城小学校　（1.6km）
　⑤川内南中学校　　（3.0km）　　⑤薩摩川内市役所（1.9㎞）

特記事項
　初期費用・仲介手数料は別途必要。
  賃貸借の場合はペット不可。

バ
ン
ク
を
通
し
て
、
定
住
目
的
の

住
宅
の
売
買
ま
た
は
賃
貸
契
約
が

成
立
し
た
方
に
対
し
て
、
交
付
さ

れ
る
奨
励
金
の
こ
と
で
す
。

　
そ
の
詳
細
を
カ
ケ
ル
メ
モ
に
ま

と
め
て
み
ま
す
。

里地域・上甑地域・下甑地域・
鹿島地域

甲区域：30万円

丙区域：10万円
川内地域の一部（亀山・可愛・川内・
隈之城・平佐西・永利・育英・高来地区）

乙区域：20万円
川内地域の一部（平佐東・水引・
峰山・滄浪・寄田・八幡・城上・
吉川・陽成・湯田・西方地区）
樋脇地域・入来地域・東郷地域・
祁答院地域

対象／
　〇空き家の所有者
　〇�空き家の利用希望者（ただし、
利用希望者は、市外からの転入
者に限ります）

　※�成約されてから１年以内の申請
が必要

補助額／
　�10 万～ 30 万円（空き家のある
所在地によって異なります。詳し
くは下図を参照ください）
　※�申請受付順に、予算の範囲内に
おいて交付を行います。

用途／
　�用途は自由で、空き家の所有者
は、家財の撤去費用などに、空き
家の利用希望者は、引っ越しの費
用やリフォームなどに幅広く利用
可能。

その他／
　�利用希望者は、条件を満たした場
合、その他の補助制度「定住住宅
取得補助金」や「定住住宅リフォー
ム補助金」も併用が可能。

空き家バンク成約奨励金空き家バンク成約奨励金
カケル
メモ



来春の就職に向けて　　　
学校と企業が情報交換を
　６月 24 日（木）、ＳＳプラザせんだいで、市企業
連携協議会の主催で、北薩地域の学校 13 校と市内
企業 26 社が集まり、就職・採用活動に関する情報
交換会が行われました。平成 27 年から就業機会の
創出、雇用拡大などを目的に毎年開催されているも
の で、 教 員
と企業の採
用担当者の
間で活発な
情報交換が
行われまし
た。

女性活躍推進企業を認定
　６月 25 日（金）、今年度の女性活躍推進企業に株
式会社 O’s c

オーズカンパニー
ompany（代表取締役大

おおうえ

上泰
やすひろ

弘氏（写真
左））が認定され、認定証が交付されました。これは、
女性が継続して就労できる環境の整備や男女共に働
きやすい職場づくりの取り組みにより、女性活躍の
推進に寄与していることが認められたものです。

子どものやる気を育む
地域指導者養成講座
　６月 25 日（金）、少年自然の家で地域指導者養成
講座を開催しました。26 人の参加者が職員ととも
に、今後の教育実践に役立てていけるよう｢子供の
成長と指導者の役割｣について考えました。レクリ
エーション
活動や創作
活動などを
通して親睦
を深めるい
い機会とな
りました。

　６月 27 日（日）、ＳＳプラザせんだいで、第 16 回
薩摩川内市芸能祭が行われました。観客を入れた開
催としては２年ぶりとなり、万全の感染症対策を取っ
た上で行われ、観覧を楽しみにする多くの方が訪れ
ました。「心を癒す民謡の旅～手拍子で繋ぐ人の和・

市芸能祭を有観客で開催
笑顔の輪～」と題し、コロナ禍の自粛生活に元気と癒
やしを届けるため、楽器やボイスパーカッション、
日舞など舞台上で民謡のリズムを主体としたさまざ
まな演目が披露され、出演者、観覧者共に盛り上がり、
熱気に包まれていました。

「　　　　　」に
投稿ください。
　 まちの話題は、市民の皆さんからいただいた
情報により、身近な話題を掲載しています。
　皆さんからのたくさんの投稿お待ちしています。

投稿方法
①タイトル（11文字程度）　 ②本文（140文字程度）
③投稿者名　 ④連絡先　  ⑤写真１枚～３枚
を添えて、広報室までメールで投稿ください。
メールアドレス／koho@city.satsumasendai.lg.jp

※内容やスペースの都合により掲載できない場合も
　ありますので、あらかじめご了承ください。

122021.08.10 広報

犯罪や非行のない安全・安心な社会へ

　平佐西地区コミュニティ協議会が、同地区で活動
する地域おこし協力隊の松

まつ

元
もと

由
ゆ

香
か

隊員がデザインし
た平佐城周辺歴史巡りマップのクリアファイルを制
作しました。これは、多くの方々に平佐西地区に点
在する歴史的遺産を広く知ってもらいたいと作られ
たものです。

　７月６日（火）～ 25日（日）の期間、川内駅で無病息
災・魔除けの効果があると言い伝えられている夏の風
物詩「ホオズキ」の展示が行われました。これは、市内
の花

か

き農家を支援するため、２月・４月に続き、第３
弾として企画されたもので、丹精込めて作られた鮮や
かなホオズキが訪れる人の目を楽しませました。

　７月１日（木）、薩摩保護区保護司会田
た

中
なか

実
みのる

会長（写
真左から２人目）らが田中市長に、内閣総理大臣およ
び県知事からの｢社会を明るくする運動｣のメッセー
ジを伝達しました。犯罪や非行の防止と、再犯防止
に向けた取り組みなど、更生保護について理解を深
め、よりよい社会実現のために、連携していくこと
を確認しました。

　７月２日（金）、旧東郷中学校で胡蝶蘭事業を実施
する Blue_Sky_West_Japan ㈱、㈱ユアーショップよ
り、市へアルコールハンドジェル、CO2濃度測定器、
マスクなどの寄附が行われ、新

しんじょう

城達
たつ

哉
や

氏が本庁を訪
れました。これらは、新型コロナウイルス感染症予
防対策として寄附されたもので、今後、感染症感染
拡大防止に役立てられます。

感染症対策へ　寄附贈呈式

地域の歴史を知ろう！
平佐城周辺歴史巡りクリアファイル作成

夏の風物詩「ホオズキ」展示

　７月１日（木）に、川内高校男子バスケットボール部・
女子ボート部が、２日（金）に川内商工高校男子バレー
ボール部・男女ボート部が田中市長を表敬訪問し、全
国高校総体出場の報告と決意表明を行いました。市長
は選手に｢支えてくれている方への感謝を胸に全国の舞

感謝を胸に全国の舞台へ
台で頑張ってきてほしい｣と激励しました。全国高校総
体は、バスケットボール競技が新潟県で７月24日から、
バレーボール競技が石川県で８月２日から、ボート競
技が福井県で８月15日から行われます。地域の皆さ
ん、選手への声援をよろしくお願いします。

▲�川内高校 ▲�川内商工高校
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今
回
は
、
株
式
会
社
ク
リ
エ
ー

ト
技
研
を「
深
ボ
リ
！
」。
代
表
取

締
役
　
大お

お
た
き滝
太た

し

お

志
夫
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

事
業
の
概
要

　
当
社
は
、
昭
和
55
年
10
月｢

㈲
共

栄
製
作
所｣

と
し
て
、
機
械
な
ど
に

使
用
さ
れ
る
部
品
の
精
密
加
工
を

中
心
に
操
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

平
成
10
年
頃
か
ら
積
極
的
な
設
備

投
資
を
始
め
、
生
産
拡
大
、
事
業

拡
大
を
重
ね
、
平
成
18
年
５
月
の

改
名
に
よ
り
、
現
在
の｢

㈱
ク
リ

エ
ー
ト
技
研｣

と
な
り
ま
し
た
。
現

在
で
は
、
自
動
車
部
品
や
電
子
部

品
を
メ
イ
ン
に
、
お
客
さ
ま
の
要

望
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
本
物
の

も
の
作
り
を
追
求
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
時
代
の
先
取
り

　
加
工
業
界
の
厳
し
い
競
争
環
境

へ
対
応
が
求
め
ら
れ
る
中
、
当
社

で
は
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、

耐
摩
耗
性
に
優
れ
た｢

ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
コ
ン
パ
ッ
ク
ス（
※
）｣

と
い
う
素

材
に
着
目
し
て
い
ま
す
。
こ
の
素

材
を
取
り
入
れ
た
部
品
加
工
用
の
製

品
は
他
の
素
材
を
利
用
し
た
場
合
よ

り
も
、
消
耗
が
少
な
く
あ
ら
ゆ
る
生

産
ラ
イ
ン
で
使
用
す
る
こ
と
で
部
品

交
換
の
頻
度
を
減
ら
し
、
コ
ス
ト
削

減
が
期
待
で
き
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
と
人
材
育
成

　
当
社
で
は
、
受
注
し
た
製
品
加

工
の
納
期
や
作
業
の
進
捗
管
理
な

ど
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
事
務
作
業

の
効
率
化
お
よ
び
工
程
管
理
の
強

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国

家
資
格
の
取
得
に
対
す
る
補
助
も

あ
り
、
現
在
当
社
に
は
機
械
加
工

技
能
士
１
級
が
５
人
、
２
級
が
２

人
在
籍
し
て
い
ま
す
。
確
か
な
技

術
と
知
識
を
身
に
付
け
、
今
後
の

社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
人
材

育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負

　
こ
れ
か
ら
も
、
お
客
さ
ま
を
第

一
に
、
本
物
の
も
の
作
り
を
追
求

し
続
け
、
世
界
の
加
工
・
製
造
業

界
の
動
向
を
注
視
し
、
そ
の
変
化

に
す
ぐ
対
応
で
き
る
よ
う
新
し
い

こ
と
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘

れ
ず
に
挑
戦
し
続
け
ま
す
。

第
35
回

このコーナーでは新規開業者情報をお届けしています。

　田畑の草刈り、庭木の管理、山林の伐採のほか、家
財整理などの身近な困り事の解決に貢献するため、昨
年 10月に開業しました。高齢の方やお仕事で時間が
取れない方、市外にお住まいの方で、土地や家屋の管
理にお悩みの方の大切な財産管理のお手伝いをいたし
ます。アフターフォローも含め丁寧に対応しますので、
お気軽にご連絡ください。

●所在地／湯島町 4169-3　 090(8288)8199
●営業時間／ 8:00 ～ 17:00　●定休日／日曜日
●対象範囲／薩摩川内市、いちき串木野市、さつま町
●主要工具／チェーンソー、刈払機　など

なかいっぽ　起業者：田た島しま　和かずよし良さん

起業者応援！

今月の起業人び と

株
式
会
社
ク
リ
エ
ー
ト
技
研

株
式
会
社
ク
リ
エ
ー
ト
技
研

水
引
町
５
４
３
０

（
26
）３
２
１
０

▲大滝代表取締役（前列中央）と社員の皆さん
素材に知恵と技術を吹き込み、本物のもの作りに挑戦し続けます。

142021.08.10 広報

PB Satsumasendai city Public Relations, 2021.07.10

壊
し
て
し
ま
っ
た
父
の
時
計

　
私
の
父
は
大
工
で
し
た
の
で
、
将

来
は
親
の
後
を
継
い
で
大
工
に
な
る

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
、
家

業
を
継
ぐ
の
が
世
の
流
れ
で
し
た
か

ら
。

　
あ
る
日
、
私
は
、
父
が
若
い
時
に

満
州
か
ら
買
っ
て
き
た
と
い
う
置
時

計
を
壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
の
頃
の
時
計
は
と
て
も
貴
重
な

物
で
し
た
し
、
外
国
製
の
そ
の
時
計

は
、
修
理
さ
え
か
な
い
ま
せ
ん
で
し

た
か
ら
、
私
は
激
怒
し
た
父
に
家
か

ら
締
め
出
さ
れ
、
そ
の
日
は
、
泣
き

じ
ゃ
く
り
な
が
ら
祖
父
の
家
で
夜
を

明
か
し
ま
し
た
。

時
計
の
修
理
工
と
し
て
の
道

　
数
日
後
、
そ
の
こ
と
を
学
校
の
先

生
に
話
す
と
、
先
生
は
そ
れ
か
ら
数

カ
月
後
に
父
に
内
緒
で
私
を
就
職
先

の
提
案
と
し
て
、
知
り
合
い
の
時
計

店
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
店
主
と
職
人
さ
ん
は
と
て
も
親
切

な
方
で
、
そ
し
て
そ
の
高
い
技
術
に

一
目
ぼ
れ
し
た
私
は
、
い
つ
し
か
時

計
の
修
理
工
に
な
り
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
、
私
は
、
怖
く
て
そ
の
こ
と

を
父
に
話
す
こ
と
が
で
き
ず
に
、
先

生
を
通
じ
て
よ
う
や
く
話
し
た
時
に

は
不
思
議
と
父
は
、
賛
成
も
反
対
も

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
思
え
ば
、
父
は
、
家
業
を
継
い

で
ほ
し
い
と
思
う
反
面
、
大
切
に
し

て
い
た
置
時
計
を
壊
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
を
心
か
ら
後
悔
し
て
い
る
私
を

心
配
し
て
く
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

　
そ
れ
か
ら
私
は
、
猛
勉
強
を
し
て

時
計
の
修
理
工
の
資
格
を
取
得
し
、

販
売
か
ら
修
理
ま
で
を
行
う
時
計
店

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。「
時
宝
堂
」と

い
う
名
前
に
は
、
扱
っ
て
い
た
時
計

と
宝
石
、
そ
し
て「
時
は
宝
」と
い
う

意
味
を
込
め
て
い
ま
す
。

時
計
屋
の
今

　
あ
れ
か
ら
60
年
、
今
や
時
計
は
、

低
価
格
で
量
産
さ
れ
、
修
理
せ
ず
と

も
い
つ
で
も
気
軽
に
買
え
る
物
と
な

り
、
さ
ら
に
は
、
時
計
を
内
蔵
し
た

携
帯
電
話
な
ど
の
普
及
で
、
懐
中
時

計
の
存
在
は
息
を
潜
め
、
腕
時
計
は
、

単
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
部
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
あ
の
頃
、
市
内
に
約
14
店
舗
あ
っ

た
時
計
店
も
今
や
３
店
舗
の
み
。

　
私
は
、
時
計
を
見
て
い
る
と
落
ち

着
く
気
持
ち
が
し
て
、
た
だ
純
粋
に

時
計
が
好
き
で
、
今
で
も
時
計
屋
を

続
け
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
時
に
は「
形
見
の
腕
時

計
を
自
分
だ
け
の
お
守
り
と
し
て

使
っ
て
い
る
の
で
修
理
し
て
ほ
し

い
」な
ど
と
預
か
る
こ
と
が
あ
る
と
、

物
が
溢
れ
る
時
代
に
、
一
つ
の
物
を

大
事
に
使
っ
て
い
る
こ
と
を
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。

伝
え
た
い
思
い

　
私
は
、
父
の
形
見
の
時
計
を
作
業

場
に
ぶ
ら
下
げ
、
修
理
工
に
な
る
こ

と
を
許
し
て
く
れ
た
父
に
、
日
々
感

謝
し
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
も
し
か
し
た
ら
私
は
、
今
で
も
壊

し
て
し
ま
っ
た
、
あ
れ
か
ら
、
も
う

ど
う
な
っ
た
か
も
分
か
ら
な
い
あ
の

父
の
置
時
計
を
心
の
ど
こ
か
で
、
直

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

　
自
分
に
残
さ
れ
た
時
間
で
、
愛
着

あ
る
時
計
が
元
の
よ
う
に
針
が
回
る

よ
う
に
、
自
分

も
し
っ
か
り
と

ね
じ
を
巻
き
直

し
て
、
時
計
と

い
う
一
つ
の
物

を
通
し
て
、
物

を
大
事
に
使
う

こ
と
、
末
永
く

使
う
こ
と
を
伝

え
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

谷た
に
ぐ
ち口

　兼か
ね

雄お
さ
ん

（78）

　
東
向
田
町
で
長
き
に
わ
た
り
時
計
店

「
時
宝
堂
」
を
営
む
谷
口
兼
雄
さ
ん
。

昭
和
49
年
、
国
が
初
め
て
一
級
時
計
修

理
技
能
士
を
国
家
資
格
と
し
た
そ
の
第

１
号
の
認
定
証
を
持
つ
谷
口
さ
ん
。

　
今
回
は
、
現
代
に
は
珍
し
い
そ
ん
な

ま
ち
の
時
計
の
修
理
工
の
素
顔
に
迫
り

ま
す
。

▲�店内に残る貴重な時計コレクション
の中には、1964年の東京オリンピッ
ク記念の物も。

　文字通り、その人の隣にいて、思いに寄
り添うことや人柄を表す言葉「人となり」
をイメージした新コーナーで、人物や活動
の紹介だけでなく、その人の思いにスポッ
トを当てることを目的としています。

　「人のとなりに」とは…
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　台
風
が
接
近
す
る
場
合
は
、
早

め
の
対
策
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

第
一
は
、
暴
風
対
策
で
す
。

　強
い
風
で
ベ
ラ
ン
ダ
や
庭
の
物

が
飛
ば
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
出
て
い
る
物
は
中
に
入
れ
、

し
ま
え
な
い
物
は
ロ
ー
プ
な
ど
で

柱
な
ど
に
つ
な
い
で
お
き
ま
し
ょ

う
。

第
二
は
、
大
雨
対
策
で
す
。

　ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
浸
水
域
で

あ
れ
ば
、
避
難
の
準
備
を
進
め
ま

し
ょ
う
。

第
三
は
、停
電
や
断
水
対
策
で
す
。

　懐
中
電
灯
や
ラ
ン
タ
ン
の
電
池

を
確
認
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

充
電
も
フ
ル
に
。

　飲
み
水
は
も
ち
ろ
ん
、
バ
ス
タ

ブ
に
生
活
用
水
を
た
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
防
災
に
関
す

る
備
え
や
避
難
時
の
注
意
な
ど
、
日
ご

ろ
か
ら
災
害
に
備
え
る
た
め
の
情
報
を

ス
ポ
ッ
ト
で
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

VOL.5VOL.5

ぐらつきや落ち葉
の詰まりなどがな
いか確認

雨どい しっかり固定
アンテナ

物干しざおを
下ろす

ベランダ

プランターや
盆栽などは家
の中へ

鉢植え雨戸がない場合は
飛散防止フィルム
を張る

窓ガラス

農作業サポート人材バンクをご利用ください !!

▲  

本庁農政課営農指導Ｇ
（内線 4461）

問
合
先

薩摩川内市農作業サポート人材バンクは、
そのような方をマッチングして、労働力不足の
解消と人材確保を実現します。

�　本市の農業を取り巻く情勢は、近年の「労働力不足」によ
り、適期管理の不足や収穫・出荷調整作業の遅延など、生
産性の向上が進まず、農家経営に大きな影響を与えている
状況です。
　そこで、本市では、「薩摩川内市農作業サポート人材バン
ク」を設置し、農家の農作業の労働力確保に向けた取り組み
を支援しています。

市農作業サポート人材バンクの目的は、
・求人者（農作業における人材不足でお困りの農業者）

と

・求職者（農作業で働きたい市民の方や福祉事業所など）
　のマッチングです。　
　ぜひ！ご利用ください。
※ご利用には登録が必要です。詳しくは問い合わせください。

農作業における人材不足でお困りではありませんか？
　　　　　　　　　　　　　　　　農作業をしてみたいと思っていませんか？

風が強まる前に
締める

雨戸

薩摩川内市農作業サポート人材バンク
（本市農政課）

①求人申込
（登録）

③雇用契約
求人者

( 農業者 )
求職者
( 市民 )

①求職申込
（登録）②情報提供②情報提供

※仲介・あっせん※仲介・あっせん

162021.08.10 広報

…問合先　 …申込先・提出先・申請先　 …電話番号　 …内線　 �…FAX　  …メールアドレス

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
や
延
期

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
・
相
談
な
ど
の

最
新
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
！

情
報
掲
示
板

少
年
自
然
の
家
イ
ベ
ン
ト

　

【
要
申
込
】

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
無
料
開
放

時
／

▼�

８
月
27
日（
金
）19
時
30
分
～
20
時

30
分（
夜
の
部
の
み
）

▼�

８
月
28
日（
土
）

　�

昼
の
部
＝
13
時
30
分
～
14
時
30
分

　
夜
の
部
＝
19
時
～
20
時

講
師
／
せ
ん
だ
い
宇
宙
館
　
別べ

っ

府ぷ

修し
ゅ
う

治じ

氏
内
容
／
夏
の
星
座
や
月
食
の
仕
組
み

と
宇
宙
館
で
記
録
し
た
天
文
現
象

※�

夜
の
部
の
終
了
後
、
快
晴
時
は
天

体
観
測
を
実
施

対
象
／
市
内
居
住
者

定
員
／
各
回
先
着
29
人

※�

参
加
無
料

※�

年
間
を
通
じ
て
３
回
以
上
参
加
さ

れ
た
方
に
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

ま
た
、
来
場
者
全
員
に
宇
宙
館
料

金
割
引
券
を
配
布
し
ま
す
。

申
込
開
始
／
８
月
17
日（
火
）～

て
ら
や
ま
ん
ち
ほ
っ
と
サ
ロ
ン

時
／
９
月
４
日（
土
）８
時
50
分
～
14

時内
容
／
藍
染
め（
素
材
は
持
ち
込

み
）・
野
外
炊
飯（
き
の
こ
の
ホ
イ
ル

焼
き
・
羽
釜
ご
飯
）な
ど

※�

素
材
持
ち
込
み
の
な
い
方
に
は

ト
ー
ト
バ
ッ
ク（
別
途
税
込
み
１

１
０
円
）を
準
備
し
ま
す
。

対
象
／
市
内
に
居
住
す
る
成
人
の
方

定
員
／
先
着
15
人

参
加
料
／
１
０
０
０
円（
昼
食
代
を

含
む
）

準
備
す
る
物
／
活
動
で
き
る
服
装
、

飲
み
物
な
ど

※�

３
日
前
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
の
場

合
は
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
発
生
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
気
度

ア
ッ
プ
事
業
の
対
象
で
す
。

申
込
開
始
／
８
月
21
日（
土
）～

イ
ベ
ン
ト

第参回

　
薩
摩
川
内
に
は
長
い
歴
史
の
中
で
起
き
た

物
語
、育
ま
れ
た
文
化
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
数
あ
る
薩
摩
川
内

の
歴
史
・
文
化
の
中
か
ら
、
と
っ
て
お
き
の

ト
ピ
ッ
ク
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

遺
産

歴
史
文
化

さ
つ
ま
せ
ん
だ
い

日
本
壊
滅
の
シ
ナ
リ
オ

　～
幻
の「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
作
戦
」～

　
１
９
４
５
年
８
月
15
日
正
午
、
昭

和
天
皇
が
国
民
に
終
戦
を
告
げ
、
９

月
２
日
、
降
伏
文
書
へ
の
調
印
が
な

さ
れ
、
戦
争
は
終
結
し
ま
し
た
。

　
も
し
、
こ
の
降
伏
の
決
断
が
遅
れ

て
い
れ
ば
、
日
本
壊
滅
と
な
る
恐
ろ

し
い
計
画
が
準
備
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
徹
底
抗
戦
を
続
け
る
日
本
に
対

し
、
米
軍
は
本
土
へ
の
大
量
破
壊
兵

器
や
毒
ガ
ス
に
よ
る
無
差
別
攻
撃
を

行
う『
ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ル
作
戦
』を
計

画
し
て
い
ま
し
た
。
ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー

ル
は「
滅
亡
」を
意
味
し
ま
す
。

　
こ
の
作
戦
は
、
本
土
総
攻
撃
の
足

掛
か
り
と
な
る
基
地
建
設
の
た
め
南

九
州
を
占
領
す
る『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

作
戦
』と
、
そ
の
後
、
関
東
に
上
陸

し
て
本
土
総
攻
撃
を
か
け
る『
コ
ロ

ネ
ッ
ト
作
戦
』の
大
き
く
２
つ
で
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
作
戦
は
11
月
１
日

を
予
定
。
こ
の
４
日
前
に
甑
島
を
占

領
後
、
吹
上
浜
、
志
布
志
湾
、
宮
崎

海
岸
か
ら
上
陸
し
、
本
市
か
ら
宮
崎

県
都
農
町
ま
で
の
ラ
イ
ン
を
進
出
境

界
線
と
定
め
て
い
ま
し
た
。　

　
そ
し
て
、
こ
の
作
戦
で
は
サ
リ
ン

や
原
子
爆
弾
、
農
地
へ
の
枯
葉
剤
の

使
用
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
も
し
、
実
行
さ
れ
て
い
た
ら
、
今
、

私
た
ち
は
存
在
し
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。

　
戦
争
で
多
く
の
方
が
犠
牲
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
降
伏
・
終
結
、
そ

し
て
復
興
ま
で
に
は
多
く
の
方
の
尽

力
が
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

　
過
去
の
歴
史
を
正
し
く
知
り
、
忘

れ
な
い
こ
と
、
同
じ
過
ち
を
繰
り
返

さ
な
い
こ
と
が
今
を
生
き
る
私
た
ち

の
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

向田周辺の空襲写真（昭和 20 年）

　
川
内
歴
史
資
料
館
で
は
終
戦
記
念
展
示「
戦
争
へ
の
想
い

～
兵
隊
と
残
さ
れ
た
人
た
ち
～
」を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く

は
広
報
薩
摩
川
内
７
月
号
の
16
ペ
ー
ジ
の
情
報
掲
示
板
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
文
責
・
問
合
せ
＝
本
庁
文
化
課
文
化
財
Ｇ

　（
内
線
５
２
３
２
）
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SATSUMASENDAI INFORMATION
て
ら
や
ま
ん
ち
無
料
開
放

時
／
９
月
５
日（
日
）

▼�
午
前
の
部
＝
９
時
～
12
時

▼�

午
後
の
部
＝
13
時
～
16
時

内
容
／
野
外
活
動（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ロ
ケ
ッ
ト
）、
体
験
活
動（
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
上
映
）、
創
作
活
動（
プ
ラ
ホ

ビ
ー
な
ど
）

※�

来
場
者
に
は
、
わ
た
あ
め
を
プ
レ

ゼ
ン
ト

対
象
／
市
内
居
住
者

定
員
／
各
部
先
着
70
人

※
参
加
無
料

申
込
開
始
／
８
月
21
日（
土
）～

所
／
少
年
自
然
の
家

申
込
方
法
／
電
話

※�

受
付
時
間
は
９
時
～
17
時

※�

月
曜
日
は
休
所
日

少
年
自
然
の
家

（
29
）２
１
１
４

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座時
／
９
月
１
日（
水
）14
時
～
15
時

所
／
カ
フ
ェ
こ
ん
ぺ
い
と
う（
永
利

町
）

内
容
／
認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解
と

対
応
、
見
守
り
に
つ
い
て
、
専
門
家

が
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。

対
象
／
ど
な
た
で
も
可

※
参
加
無
料

オ
フ
ィ
ス
藤
田

（
22
）３
９
６
１

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者

募
集
住
宅
／

▼�

川
内
地
域
＝
宮
下
、
桜
井
、
上
川

内
、
東
上
川
内
、
後
牟
田
、
戸
川
、

ハ
イ
タ
ウ
ン
平
佐（
シ
ル
バ
ー
ハ

ウ
ジ
ン
グ
）、
ハ
イ
タ
ウ
ン
平
佐

（
特
公
賃
）、
若
葉

▼�

樋
脇
地
域
＝
諏
訪
越
第
２
、
八
幡
、

向
湯
第
１
、
椿
第
１

▼��
入
来
地
域
＝
天
貴
美
、
芝
町
、
立

山
一
般

▼�

東
郷
地
域
＝
前
原
、
川
口
、
東
園

▼�

祁
答
院
地
域
＝
藍
屋
、
会
田
、
砂

石
、
早
馬
、
久
保
、
宮
ノ
宇
都
、

早
馬
一
般
、
会
田
一
般
、
会
田
特

公
賃

▼�

下
甑
地
域
＝
西
山

▼�

鹿
島
地
域
＝
鹿
島
宮
田
、
松
崎

応
募
締
切
／
８
月
25
日（
水
）必
着

応
募
方
法
／

の
各
所
に
備
え
付

け
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、

直
接
、
送
付

抽
選
日
／
８
月
30
日（
月
）10
時
～

抽
選
場
所
／

の
各
所

※�

た
だ
し
、
川
内
地
域
は
市
役
所
本

庁
６
階
６
０
３
会
議
室

注
意
事
項
／

※�

申
し
込
み
が
重
複
し
た
場
合
、
抽

選
※�

詳
し
く
は
募
集
案
内
を
参
照
く
だ

さ
い
。（

の
各
所
に
備
え
付
け
）

※�

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

る
住
宅
も
あ
り
ま
す
の
で
、

の

各
所
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

川
内
地
域
＝
平
野
商
事
㈱
市
営

住
宅
管
理
事
務
所

（
25
）１
９
０
０

本
土
４
地
域
＝
㈱
橋
口
組
市
営

住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

（
37
）２
５
３
３

甑
島
地
域
＝
水
建
シ
ス
テ
ム
㈲

甑
島
地
域
市
営
住
宅
管
理
事
務
所

０
９
９
６
９（
３
）２
４
９
３

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

者募
集
す
る
サ
ー
ビ
ス
／

①�

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介

護
看
護（
１
カ
所
）

②�

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム（
29
人
以
下
）の
新
設（
１
施
設
）

応
募
資
格
／
本
市
内
に
事
業
所
を
有

す
る
事
業
者
ま
た
は
本
市
内
で
事
業

開
始
を
予
定
し
て
い
る
方

※�

た
だ
し
、
右
記
の
②
に
つ
い
て
は

社
会
福
祉
法
人
に
限
る

応
募
締
切
／
９
月
30
日（
木
）消
印
有

効応
募
方
法
／
本
庁
２
階
高
齢
・
介
護

福
祉
課
に
備
え
付
け
の
書
類
に
必
要

事
項
を
明
記
の
上
、
直
接
、
送
付

本
庁
高
齢
・
介
護
福
祉
課
介
護

指
導
Ｇ（

２
６
２
０
）

国
際
理
解
講
座｢

ベ
ト
ナ
ム

文
化
紹
介
講
座
」

時
／
９
月
８
日（
水
）13
時
30
分
～
15

時
30
分

所
／
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

講
師
／
県
国
際
交
流
協
会

レ
　
テ
ィ
　
イ
ェ
ン
氏

内
容
／
ベ
ト
ナ
ム
の
基
本
情
報
や
在

住
ベ
ト
ナ
ム
出
身
者
と
の
交
流（
予

定
）

対
象
／
ど
な
た
で
も
可

定
員
／
先
着
30
人

※
参
加
無
料

申
込
開
始
／
８
月
17
日（
火
）９
時
～

申
込
方
法
／
電
話

※
受
付
時
間
は
９
時
～
17
時

市
国
際
交
流
協
会

（
22
）７
７
４
０

成
長
期
に
必
要
な
栄
養
セ
ミ

ナ
ー

時
／
９
月
５
日（
日
）10
時
30
分
～
12

時※�

開
場
は
10
時
～

所
／
Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

講
師
／
Ｍ
Ｏ
Ｇ
Ｕ
ら
い
ふ
　
坂さ

か
ぐ
ち口

望の
ぞ
み�

氏
内
容
／
成
長
期
の
子
ど
も
に
必
要
な

栄
養
に
つ
い
て
、
管
理
栄
養
士
に
よ

る
解
説
な
ど

対
象
／
ど
な
た
で
も
可

定
員
／
先
着
30
人

受
講
料
／
１
２
０
０
円

準
備
す
る
物
／
筆
記
用
具

申
込
締
切
／
８
月
31
日（
火
）

申
込
方
法
／
電
話

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い（
㈱
薩

摩
川
内
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）

（
27
）８
４
５
５

エ
ク
セ
ル
応
用
パ
ソ
コ
ン
講

座時
／
10
月
４
日
～
10
月
27
日
の
月･

水･

金
曜
日
18
時
30
分
～
21
時（
全

10
回
）

所
／
川
内
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー（
青

山
町
）

内
容
／
実
務
で
利
用
す
る
エ
ク
セ
ル

の
関
数
、
ピ
ボ
ッ
ト
テ
ー
ブ
ル
や
グ

ラ
フ
な
ど
の
習
得

定
員
／
先
着
16
人

※�

申
込
状
況
に
よ
り
中
止
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

受
講
料
／
１
万
８
０
０
０
円（
テ
キ

ス
ト
代
な
ど
を
含
む
）

申
込
締
切
／
９
月
24
日（
金
）

申
込
方
法
／
直
接
、
電
話
ま
た
は
住

所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
明
記
の
上
、

フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
　
　
　

川
内
能
力
開
発
協
会（
青
山
町
）

（
22
）３
８
７
３

（
20
）６
４
２
３

募
集

▲川内技術開発
　センターHP
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体
力
テ
ス
ト
参
加
者

新
体
力
テ
ス
ト
①

対
象
／
20
歳
～
64
歳
の
医
師
に
よ
る

制
限
の
な
い
方

時
／

▼���

９
月
４
日（
土
）14
時
～
16
時

▼���

９
月
５
日（
日
）18
時
～
20
時

新
体
力
テ
ス
ト
②

対
象
／
65
歳
～
79
歳
の
医
師
に
よ
る

制
限
の
な
い
方

時
／

▼��

９
月
13
日（
月
）10
時
～
12
時

▼��

９
月
13
日（
月
）14
時
～
16
時

場
所
／
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ
ん
だ
い

定
員
／
各
30
人

測
定
内
容
／
握
力
・
上
体
起
こ
し
・

長
座
体
前
屈
・
立
ち
幅
跳
び
・
反
復

横
と
び
・
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
・
開
眼
片

足
立
ち
・
障
害
物
歩
行
・
６
分
間
歩
行

※�

年
齢
に
よ
っ
て
測
定
内
容
が
異
な

り
ま
す
。

※�

参
加
無
料

申
込
開
始
／
８
月
17
日（
火
）９
時
～

申
込
方
法
／
直
接
、
電
話

川
内
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
01

０
８
０（
６
４
２
５
）５
５
０
３

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
入
校
生

対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所

持
者
な
ど

訓
練
科
目
／
情
報
電
子
科
、
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
科
、
建
築
設
計

科
、
義
肢
福
祉
用
具
科
、
Ｏ
Ａ
事
務

科
、
ア
パ
レ
ル
科
、
造
形
実
務
科

応
募
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

（
入
来
町
）で
応
募
書
類
を
受
け
取
り
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
直
接

応
募
締
切
／
９
月
22
日（
水
）

選
考
方
法
／
筆
記
試
験（
国
語
・
数

学
）、
面
接

試
験
日
／
10
月
15
日（
金
）

試
験
会
場
／
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校

訓
練
期
間
／
令
和
４
年
４
月
か
ら
１

年
間

※�

訓
練
期
間
中
は
、
訓
練
給
付
金
な

ど
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。鹿

児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校（
44
）２
２
０
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
内（
川
内
公

共
職
業
安
定
所
）

（
22
）８
６
０
９

ピ
ラ
テ
ィ
ス
・
ヨ
ガ
教
室

時
・
内
容
／
９
月
13
日（
月
）～
11
月

15
日（
月
）の
毎
週
月
曜
日（
各
10
回
）

▼�

昼
の
部（
ピ
ラ
テ
ィ
ス
を
中
心
と

し
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ボ
デ
ィ
メ

イ
ク
）＝
10
時
～
11
時
30
分
　

※
託
児
あ
り�

先
着
５
組
の
み
　
　

▼�

夜
の
部（
癒
し
・
体
力
向
上
を
目

的
と
し
た
ヨ
ガ
）＝
19
時
～
20
時

30
分

所
／
樋
脇
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
／
成
人
で
医
師
に
よ
る
運
動
制

限
の
な
い
方

定
員
／
各
部
先
着
20
人

申
込
開
始
／
８
月
19
日（
木
）～

申
込
方
法
／
電
話

ひ
わ
き
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ０

７
０（
６
５
９
０
）６
５
４
６

巡
回
児
童
相
談

　
18
歳
未
満
の
方
が
対
象
の
療
育
手

帳
の（
再
）判
定
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
更
新
の
判
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

時
／
10
月
19
日（
火
）・�

20
日（
水
）�

10
時
～
16
時

所
／
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
川
内

（
永
利
町
）

申
込
締
切
／
９
月
10
日（
金
）

申
込
方
法
／
電
話

本
庁
障
害
・
社
会
福
祉
課
障
害

福
祉
Ｇ（

２
１
６
３
）ま
た
は
各
支

所飲
用
井
戸
の
衛
生
対
策

　
市
で
は
、「
薩
摩
川
内
市
飲
用
井

戸
衛
生
対
策
要
領
」を
定
め
、
管
理

方
法
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▼�

井
戸
や
そ
の
周
辺
に
異
常
が
な
い

か
、
ま
た
清
潔
に
保
た
れ
て
い
る

か
、
定
期
的
に
点
検
し
、
み
だ
り

に
人
や
動
物
が
入
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

▼�

年
１
回
は
水
質
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

※�

水
質
検
査
は
有
料
で
、
厚
生
労
働

大
臣
の
登
録
を
受
け
た
機
関
が
実

施
し
ま
す
。
採
水
方
法
、
手
数
料
、

検
査
項
目
は
、
各
登
録
機
関
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

水
質
検
査
の
登
録
機
関
／

▼（
一
財
）鹿
児
島
県
環
境
技
術
協
会

０
９
９（
２
６
２
）０
１
１
０

▼�（
公
社
）鹿
児
島
県
薬
剤
師
会
試
験

セ
ン
タ
ー

０
９
９（
２
５
３
）８
９
３
５

▼
㈱
鹿
児
島
環
境
測
定
分
析
セ
ン

タ
ー０

９
９（
２
０
１
）４
１
７
７

▼
㈱
東
洋
環
境
分
析
セ
ン
タ
ー

０
９
９（
２
１
８
）３
３
１
１

本
庁
環
境
課
生
活
環
境
Ｇ（

２

７
４
１
）

８
月
は
県
下
一
斉
国
保
税
滞

納
整
理
強
化
月
間

　
本
県
で
は
、
県
下
一
斉
に
国
保
税

の
滞
納
整
理
強
化
月
間
を
設
け
、
収

納
率
の
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　
本
市
で
も
、
催
告
書
の
送
付
や
財

産
調
査
に
基
づ
く
滞
納
処
分
な
ど
を

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

※�

国
保
税
は
国
保
制
度
を
支
え
る
貴

重
な
財
源
で
す
。
納
期
内
納
付
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
庁
収
納
課
滞
納
整
理
Ｇ（

２

４
６
７
）

「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
」
　

指
定
に
伴
う
住
民
説
明
会

　
本
県
で
は
、
土
砂
災
害
の
恐
れ
の

あ
る
区
域
に
つ
い
て
、
総
合
的
な
土

砂
災
害
対
策
を
推
進
す
る
た
め「
土

砂
災
害
警
戒
区
域
等
」の
指
定
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　
該
当
地
区
の
方
を
対
象
に
、
指
定

の
目
的
な
ど
を
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

時
／
９
月
１
日（
水
）13
時
30
分
～
20

時
30
分

※�

個
別
に
説
明
を
行
い
ま
す
の
で
、

都
合
の
良
い
時
間
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

所
／
陽
成
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

該
当
地
区
＝
陽
成
・
高
城
・
城
上
・

湯
田
地
区

北
薩
地
域
振
興
局
河
川
港
湾
課

（
25
）５
６
５
５

本
庁
建
設
維
持
課
建
設
維
持
Ｇ

（

３
３
３
１
）

相
談

お
知
ら
せ
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※住民基本台帳人口

※（　　）は前月に対する増減数です。

東
郷
地
域

尾
上

　
　翔か

け
る琉

祁
答
院
地
域

髙
﨑

　
　彩り

あ空

得
永

　
　琉り

ゅ
う
き月

上
甑
地
域

梶
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　せんで弁をはじめとする鹿児島弁では、しば
しば「け、けけけ（貝を買いに来い）」などのよう
に同訓異義語による言葉遊びが取り上げられる
つん。
　そこで今回は、せんで弁の同訓異義語を数回
にわたって紹介するつん。そして、初回の今回は、
「あっ」、「かっ」を紹介するつん。
　例えば、「あっ」には、「味」、「秋」、「飽き」、「ア
ジ」、「有る」、「あぶ」などの意味があるつん。「あっ
が来て　だいぶ涼しくなったな」と言えば「秋」の
こと、「毎日、同じもんばっかい食べて　あっが
きた」と言えば「飽き」のことという具合に、前後

の文章で意味を理解するつん。
　そして、今回の最後は、「かっ」。
「価値」、「柿」、「牡

か き

蠣」、「かぶ」、
「鍵」、「勝つ」、「かく」、「嗅ぐ」
などの意味があるつん。一つの
言葉に意味を持たせ過ぎだつ
ん！

せんで弁講座
せんで弁の同訓異義語①
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■総人口 93,148人（− 5人）
　男　性 44,978人（＋ 17人）
　女　性 48,170人（− 22人）
■世帯数 46,278世帯（＋ 11世帯）

6
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

献血にご協力ください
わたしの街から届ける力、あなたの気持ちで救える命

時／ 8月25日（水）�
9時30分～11時45分・13時～16時
所／向田公園
問合先／
市民健康課予防G（川内保健センター内）
（22）8811

市民の動き（7月1日現在）

市内交通事故の発生状況（累計）
（R3/1/1 ～ R3/7/5）

区　分 件　数
交通事故 108 件（前年比�−���1 件）
死　　者 0件（前年比�−���1 件）
負 傷 者 124 件（前年比�＋���4 件）

市内火災・救急・救助の発生状況（累計）
（R3/1/1 ～ R3/7/7）

区　分 件　数
火　災 14 件（前年比�−�10 件）
救　急 2,010 件（前年比�−�18 件）
救　助 13 件（前年比�−�22 件）

※火の取り扱い・始末には十分注意してください。

税の納期（8月分）

※納期限内に納付することが困難な場合は、
　本庁収納課（ 2467）へ

税　目 納期限
市県民税２期 8月31日（火）

国民健康保険税２期 8月31日（火）

6
月
届
出
分
（
敬
称
略
）
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63 円切手を
貼付くださ
い。
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切り取ってご利用ください。

上
甑
地
域

田
畑

　
　弘
子

川
畑

　
　サ
エ
ノ

濵
邊

　
　清

柳

　
　
　忠
喜

下
甑
地
域

竹
中

　
　幸
子

中
村

　
　周
子

川
﨑

　
　稔

山
下

　
　紀
元

鹿
島
地
域

小
村

　
　良
保

【
89
】

【
98
】

【
95
】

【
77
】

【
89
】

【
91
】

【
80
】

【
79
】

【
76
】

中
甑

中
甑

江
石

瀬
上

手
打

瀬
々
野
浦

長
浜

長
浜

藺
牟
田

2021.8月号

　広報室では読者のひろばへのお便り、絵手紙、写真な
どや、私のFood記などの読み物への情報提供を募集して
います。住所・氏名・年齢・連絡先・ペンネームを明記
の上、はがき・封書・メールで投稿ください。
※文章は、必要に応じて添削する場合があります。
投稿・問合先／本庁広報室内読者のひろば係
koho@city.satsumasendai.lg.jp

　掲載された方には、竹紙100ノート
（Ａ５版）をプレゼントします。

読 者 の ひ ろ ば
お便り募集

令和３年
８月27日（金）消印有効

締 

切

▲�竹紙100ノート
　（中越パルプ工業㈱川内工場提供）

※ 

う
ぶ
ご
え
と
お
く
や
み
は
、
本
庁
市
民
課

ま
た
は
各
支
所
に
届
け
出（
出
生
・
死
亡
）

を
さ
れ
た
方
で
、
広
報
紙
へ
の
掲
載
に
同

意
さ
れ
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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読 者 の ひ ろ ば
感
謝

　
窓
越
し
に
見
る
庭
先
に
犬
猫
の
墓
石

を
設
置
し
ま
し
た
。
癒
や
し
て
く
れ
た
感

謝
の
気
持
ち
で
合
掌
し
た
り
し
て
、
寂

し
さ
を
軽
く
し
て
い
る
老
夫
婦
で
す
。
で

も
、
今
年
も
い
つ
も
の
鳥
た
ち
が
到
来

し
て
く
れ
、
う
れ
し
く
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
の
昨
今
で
す
が
、
健
康

で
長
生
き
し
よ
う
と
願
っ
て
い
ま
す
。

優
し
い
癒
や
し
の
犬
猫
好
き（
83
歳
）

故
郷
へ
の
思
い

　
先
日
、
関
東
在
住
、
社
会
人
３
年
目

の
息
子
に
広
報
薩
摩
川
内
を
送
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
息
子
が
よ
く
市
内
の
様

子
を
聞
い
て
く
る
か
ら
で
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
帰
郷
が
ま
ま
な
ら
ず
、
よ
り
一
層

故
郷
が
恋
し
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
届

け
た
広
報
は
、
Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

オ
ー
プ
ン
の
表
紙
の
も
の
で
す
。
息
子

は
立
派
な
建
物
に
驚
き
、
整
備
さ
れ
て

い
く
駅
周
辺
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
故
郷
へ
の
思
い
が
強
く
な
っ

た
よ
う
で
す
。
１
日
も
早
く
こ
の
状
況

が
収
ま
り
、
帰
省
で
き
る
こ
と
を
祈
る

ば
か
り
で
す
。

た
ん
ぽ
ぽ（
59
歳
）

き
れ
い
に
咲
き
ま
し
た

　
寂
し
い
こ
と
に
空
き
家
に
な
っ
て
10

年
経
過
。
季
節
ご
と
に
は
忘
れ
ず
、
い

ろ
い
ろ
な
花
が
咲
き
ま
す
。
今
年
も
藤

の
花
が
咲
き
ま
し
た
。

花
大
好
き
で
す
！（
75
歳
）

結婚・出産・就職時の記念写真や家族で撮った写真
など、皆さんからの投稿をお待ちしています。

提出・問合先／本庁ひとみらい政策課（内線 4741）
　　　　　　　　�hitomirai@city.satsumasendai.lg.jp

住所、氏名、連絡先、ペンネーム、メッセー
ジを記入の上、メールなどでお送りください。（（ ））

長女の高校入学・次女の誕生。日々、笑顔で生活できる
ことに感謝です。（ペンネーム：rice good family）

掲載店募集中！！広報室までご連絡ください。

　今月のプレゼント締切までにお便りをいただいた方の中か
ら、「酒

しゅあん

庵  朋
とも

」のお食事券1,000円分を５人の方にプレゼント。

　店主自ら足を運んで仕入れるこだわりある地元食材で作
られた料理と相性抜群の和酒をメインにした品ぞろえで、
ゆったりと落ち着いた店内で、お楽しみください。
　また、６月に始めたステーキや釜揚げシラス、カンパチ
などを使った丼ランチも大好評。テイクアウトも可能です。

酒庵  朋　　　　　　　　       
住神田町５-５　２階
営ランチ 火曜日〜金曜日（11：30 〜 13：15）
　 ※店内は平日のみ
　 ※月曜日は予約時のみ
　 夜（18：00 〜 22：30）
休日曜日　 （29）4505

３

●
薩摩川内
市役所

●
薩摩川内
市役所

向田公園
●

向田公園
●

酒庵  朋

【締切】 ８月 27 日（金） 消印有効
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■発　行
薩摩川内市
〒895-8650　鹿児島県薩摩川内市神田町3-22
　　　　　　   0996（23）5111   0996（20）5570
　　　　　　   0996（22）8115（直通）
　　　　　　  ※音声案内後に内線番号を押してください。
閉庁日および時間外    0996（23）5115

■編　集
本庁企画政策部広報室（内線632・633）
koho@city.satsumasendai.lg.jp

■各支所など
樋脇支所　　〒895-1292　樋脇町塔之原1173
　　　　　　 �0996（37）3111��� 0996（37）2252
入来支所　　〒895-1492　入来町浦之名33
　　　　　　 �0996（44）3111��� 0996（44）3117
東郷支所　　〒895-1106　東郷町斧渕362
　　　　　　 �0996（42）1111��� 0996（42）0767
祁答院支所　〒895-1595　祁答院町下手67
　　　　　　 �0996（55）1111��� 0996（55）1021
里支所　　　〒896-1192　里町里1922
　　　　　　 �09969（3）2311��� 09969（3）2912
上甑支所　　〒896-1201　上甑町中甑481-1
　　　　　　 �09969（2）0001��� 09969（2）1490
下甑支所　　〒896-1696　下甑町手打819
　　　　　　 �09969（7）0311��� 09969（7）0753
鹿島支所　　〒896-1392　鹿島町藺牟田1457-10
　　　　　　 �09969（4）2211��� 09969（4）2672
消防局　　　〒895-0072　中郷町5031-1
　　　　　　 �0996（22）0119��� 0996（20）3430
水道局　　　〒895-0074　原田町22-10
　　　　　　 �0996（20）8500��� 0996（20）8512
■
　

広報電話

0120（894）256
※�夜間救急当番医や水道サービスセンターの情報
が電話で確認できます。

■新型コロナワクチン接種　コールセンター
�050（3850）0018
※月曜日～土曜日の8：30 ～ 17：30
※日曜日・祝日は休み

やくしょにコール

高所恐怖症や閉所恐怖症というのは、皆さんよくご存知
だと思いますが、私は、世にも珍しい「巨像恐怖症」と

いう病気（あくまでも症状ですが）を抱えています。ビルとか
無機質な大きな物は、比較的平気ですが、特に人型の巨像は、
凝視できないほど怖いのです。襲って来るかもしれないとか
倒れて来そうと思っているのか自分でも深層心理の部分は分
かりません。ただ、面白いのは、自分の中で、どこかに大き
さのライン（線引き）があること。そして、その大きさが認識
できなければ、怖くないという不思議。例えば、奈良の大仏
は、たぶん大きいと思うのですが、実物を見たことがないの
で、それだけを写真で見ても何ともありません。足元に小さ
く人が写っていたり、比較対象と一緒に見て、その大きさを
認識した時点で、初めて恐怖の対象となります。幸い、この
素晴らしき田舎にあって私は、さほど大きな物に出会う機会
はなく、平穏無事な生活を送れています。皆さんが怖いもの
は何ですか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西園）

担当者の声

問合先／�本庁広報室広聴広報Ｇ（内線 633）

◀︎ Android 版 ◀︎ iOS 版

広報紙アプリ「マチイロ」
　スマートフォンやタブレットで「広報薩摩川内」を読むこと
ができます！ダウンロードしてぜひご利用ください。

まったく
　　野菜のすばらしさったら
　　　　　　ありゃしない

　今月号の表紙のテーマは、野菜の日。そのコンセプトは、過
去の振り返りから始めました。
　２年前の表紙はゴーヤのアップで、素材としての野菜。そこ
から発展して、翌年の表紙には、料理としての野菜を採用。
　では、３年目は…。というところで「生産者の顔が見える野菜」
のコンセプトにたどり着きました。
　梅雨時期の撮影のため、予定していた撮影日の延期などにも
見舞われながらも、吉永農園ファミリーのご協力を頂き、魅力
的な表紙が出来上がりました。
　裏コンセプトは、「馬でも食べられるウマい野菜」とかではあ
りません。

◎今月の表紙

＜目　次＞

Ｐ２　 野菜の日特集（私のFood記）
Ｐ６　 市の組織が一部変わります
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Ｐ12　 まちの話題
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発見！さつませんだい歴史文化遺産／情報掲示板

Ｐ22　 読者のひろば
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